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　電力供拾の信頼性を向上芒tるかヽう点がヽ礼事故時(r)

絞啼宵漑を叉速かつ絃曳にしヤ紋するために,しゃ新器ず

の責務肘大きくなっぺいる｡電ズ]糸眺においy　し､,齢器゛

とはじ妁と｡才る電力用槙豚に発生する了-フは,凧液散弧

ないし60HIと左体とじ寸る交流で点弧している｡こ(乃よう｡

な了-フは叶ましい存在ではな仁あちに漓弧させる肪要

ゲある｡了-フの消弧は電炭零かり公.る刎リな速である｡

j(Dかカ`ら交流電流零点這傍の了-フ限允桂の諸特性を涙

大るこいま重零である｡

　ミ(r)ような交流了-フに喝レ仁了-フ時定数いヽう概

ミが禅入芒れ,しや計了-フ現象皿理諭的解社が鼠みら礼
jぃろ｡了-フ時定数ぱ,電流吏化に対する了-ワコン外

フタンス(7T)応答の遅れを長す一つの諧標てあると言える､

こ○了-フ時定数につい乙今くの研究者軋咎襖の方面か

ら検討を加えハヽろ軋そ刎勿理的急味は十分解哨七れて

{る乙は言えない｡

　電カ用しゃ顔碁に発生才る了-クにはレ知本の吹き付けゾ

班秤の作用,陽允柱の移勤,電極現象などぶ陸ル字回が複

翁に影響し合っている｡最初力づこのような複粗な相見作

｡用を有才ろしや断了-フ現豪き直拶諭す゛るよ･川気よず‥

.〃゛　っ‾つ･;r)･f乍用り糾駿的に解唄し,了-フヘ川F7の影響

が判哨した後に,脱合的な渚家を准めマいくのが合理的で

あら｡
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　本研究ては,こ妁ような立場に立‰賜光柱ヤらのエネ

ルギー揚失が主こして怪ぢ向へ(FT)熟伝導がら成ノハヽると

者んるれる晋壁安定化了-フを対象とレ々(r)過渡応笞の゛

諭的なら訓二実験的解析を行つ7いる｡ま仁空気し｡

齢雅中の下-フや絞障点アーフの消弧いヽう獄点ぐ引卜

フ陽光柱の周回気体乙レい矢互(r)空奴を還旅空気申y-

ク(r)時定数について定量的な検討リo仁ラo物獲的な側

面き明シヽにブずることを目釣としハヽろ｡tしハここで

求行た了-フ時忿牧を用ぃヤ交次了-クに適帛丁冬る新し

い了-ワモデルを提突才る｡

　本研究糾砂貧を示寸ル卑の椴零|言次の遠ドごある｡

　篤|章て軋まず寛カ輸迭川有米転向を示し零気エネ

ルギー輸送印軋容度几に伴う斌秘庵炎邨箆犬に対堺するた

わに,交流しゃれ岩のしゃ折答量をあわ砂弘才があろてご
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を行う｡了-ク邨h竹性を頌べろ牛法ヽごして,ス子ヽ,プ択

の宵流じい乱を与んる方法をとった｡この牛法は制俳エ

学ては古《カ回採用されていらグ,了-フにおいマは鉢榛

影な高温空矢恂忖が仲左才るところが持異了ある｡本研究･

ては,空気(r)輸送駒性および熱力学的諸特性の温度朱存性

を厳容に柏kし白ヽ仏

　辱壁m査怪Ls~､に選び,入テヽ四゜状電炭勣いこ対し

九了-ク陽允柱内温皮今弗,隼址長セ当たリ的コンダク

タンスおレy電界の強当の遁渡応答を計茸て束めているレ

そ(r)銘果乙しハXテッア扶奄流凌化に対して了-フコン'

タつタンスはM吟『理諭ず言われスいろよ引こ単統に誹t

聞数㈲応苔ごはならない匹か頂破となっ九｡岑の応苔牡

速さを限光桂の温度分布形机ひヽう昶点かる聖逢す㈲t‥

中に部刎複:起した濫度分布を呈レいヽろレ5妁方が平たん

な温洩今糾E簒レOヽろじきよリコンデフツンスの時定数

はノ4ヽさヽヽ｡雅壁安宅化玄気了-フの場合には,中ぐl度れ

toooKを越士ると申則

の性鵠り卜マお≒てれが過渡応若lu反吹にぃろぐ
こ(F)ような作剰‰フーフをぶ覧極から二端今希于とみな･

した寛奴蝕性いヽう面かぶ仁よた今光学的な計測によっ,

マ求めた濫度今摩いヽう面から4刻家的に確ケわぺあろ｡｡

　篤引tTは,第1章の結果に笈づy空気了-フコンデ
フタンスに肺才る了-フ時定数き乖めDヽる｡ここて叫
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了-フ時定教を定数とみら立塙むヽら鉦れ犬各無ステ回ア

机零涜汝化に対才るコンデフタンがm鉛鮭プ紀苔ケら,時々

刻々(r)アーフ昨忿数を求めぺいる｡jその無味丁本諭丈では

過度時定数と呼んでいる｡

　空気アーフ(r)爆台,時定衰は陽允柱内温洩令弗乙密椿に

閲係しDヽるこM呻淵し九｡そて丁賜光鮭中ぐ励け賜

光桂の柊的伏態を代表ツするパラメータに私り上･斤仁過渡

時t就を中(剔じ)瞬時値と聞連ゴけた｡t引≒穿定化

の直径(F)影響を謁几過渡時定数が輯壁必径(r)ユ乗に･ロrこ`'/u==.|エ,`JノJヲrヽノ菅くこら/i74`ノJ1!,ノヌご月心゛pφJ'･匂rヨ之さ11工`jノ乙クN,い-

良刑□良枇なるハと吃い公しパヽる｡この訃妨幽佳

信了-フの外部条併とレて咀確に定よる｡これはFri･d良レ

店布陽光柱(r)導電領威妁ず効牛径いヽう子哨建な量こ萌窓

散を対応ブ帽ぃかDとは対開的である｡

　苛(r)粘栗,殤允村申心温皮万〔K几過渡時定敬碓戸〕と

(r)M連を,守t叱辱壁円筒の必性p〔伺を境屏糸件ごしマ
　　　　斗o､6x･o`3瓦々G､2)∂2　　　(7託かフooK)

‥ゾ四グ　　　　　　　　　　(7こンお)(っoK)
支ぃう貼挙な影に1とむ抑ダるこMハ汚た｡て○閉件氏･

4ま,枝恰的な応凧を図るたむ|≒騎散と強諏し刊由弘され･

九も(Dてあ石｡実除にはこの竹性(｢)まわりにある程崖のぼ

善つさもあろUJL右､徊ooKにおぃヤDヤ左数の大気

tは滑鯛ヽに支イし寸る｡しなし,悛述のようにそのような

響因は郷斟r)了-クの意渡応筈にはあ1り犬yt影響乞与
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えず,て(F)閲係式は十旁実用に耐え得そパの了ある｡

　豚壁直径5.の場合について具体的に示仕ぼ,賜光社ケ

子たんな温崖今串を保持しスいる間,時定数は犬き仁怜

吽o~Go坏てある｡腸光杜列篠走gした温息付弗を呈してい

ゐ間,戈の叫の時定数は小さく約ュo声ぺ泳る｡このよケ

な傾向は,険起した濃度今布右至する痢間には隔光をの加

熱ケ桜めぺ効果的になさ札　じょう乱に対才ろ追吻生ダ良
くなるた抑てもたらされゐい辻光え弓れろ｡

＼2iド章打吉)p定喩な了-フの誌特性幻計)ろた牡
利吋rモテ勺いて借る舷しい牧値解祈了-フモ2

スぃる｡これには,アーフコンタ汐タンスの過渡硝定数し

申に濫就湊ょ刈匿壁が比川聊託用ヽヽハヽら｡

　苛邨乞用例いフ,6oHパ印矢次滝:胤に対才る了-クコ.

ンデクタンスの変イしを乗牝電波零点謎塘o了-フ川渚鴨

性まで理論的に峯回いろ｡戈刎刹昿l割㈲患栗とよい-

穀をみマいる｡6らうんバのようなアーク川針生は,延
ヱ章で示した解社む表によっても求めるこりいで`きろが/

簡単にタト部回路牡咎程式と迪立させ乙しゃ酎了-フ規,灸

を解教でちろように才ろtぃう血塙ぞ仁　ぴ)ようなアー･

ワモデノレは垂零な危昧を持っマいろ｡

　こ的了-フモデルは,電流演高値{ておけゐ了-フコンデ

ワタンスおよび陽允柱中ハこ濫嵐t納餉値乙して,々

窄点通｡過剖きむ交胤|サイフル全敗にわたって一貧
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用万きら｡電流波高値にお

o札打年節
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い訓刮T-フは兪紅び点弧七

れたとき回司じ伏態にあるとみな怒る｡為炎て点或才惑y-

ク喝光柱r)コンデフタンスヤ中邨盈度す洗ちさはすてに哨

紬ヽにされ1礼九その値U↑算州刎鳶値とL才るてこ詐ぐ

きろ｡したカ匹乙封算作陶期伯設淀:の困難はなく､な‰

ここで提案する下-クモテ勺レはEいら肢了-フヘの昨吋rモ

引レ妻鰍のか牡剋娠几川帰と言える｡

　箇ら章では,本諭史を杭括しフ㈱t究訂Uれた主な知
見をよと才),い断瑛象解哨へ的寄芋を明崖にいぃる｡


